













































じことは英語についても言えるだろう。「私は彼が好きだ」は、I like him.となる。I like he.で























































































I play tennis. となる。ここで、「私」が「彼」になると、He plays tennis. となる。主語がIか
らHeになれば、playがplaysになるのは、自動的なことである。つまり、主語の変化に連動して
動詞が変化しているのである。さらにこれが過去のことであれば、He played tennis. となる。
つまり、現在か過去かということと動詞の形は連動しているのである。ここにおいて、I play
tennis. は、 終的に、He played tennis. となり、全体的な見た目もずいぶん変わったことに
なる。
会計も同じである。英語の各箇所が文法によって連動しているように、企業の１つ１つの活動は、
かならず、会計を通じて、全体的な状態に影響を及ぼすのである。このような「部分」と「全体」
のつながりを感じることができれば、会計の理解は進むことになるであろう。
後に、第３のワナについてはどうであろうか。前節でも述べたとおり、学習を行ううえで、ど
のような道具を用いるかは、意外に重要である。なぜなら、道具は「学習環境」の１つだからであ
る。ここで、「学習環境」とは、勉強をするときに皆さんに影響を与える諸条件のことをいう。た
とえば、周りがうるさい・静か、部屋が広い・せまい、時間が十分にとれる・とれない、などさま
ざまなものが考えられる。道具がそろっている・そろっていない、というのも、勉強の効果に影響
を与えるので、学習環境の１つといえる。
どんなに能力が高く、意志が強い人でも、人間であるかぎり環境の影響を受けるものである。他
の条件が同じであれば、やはり周りがうるさいときよりも静かなときの方が、時間が十分にとれな
いときよりも十分にとれるときの方が、一般的に見て勉強の成果は上がりやすいといえるだろう。
道具も同じである。たとえば、大きい画面で処理能力が高く、打ちやすいキーボードをそなえたパ
ソコンを使ったときと、小さい画面で処理能力が低く、打ちにくいキーボードをそなえたパソコン
を使ったときとでは、前者の方が作業の能率が上がることはいうまでもない。
会計学の勉強についても上記と同様のことがいえる。勉強の効果を高めるためには、よい本を選
び、よい道具をそろえ、勉強しやすい状況を作ることが重要なのである。自分に合った教科書や参
考書をじっくりと選び、電卓などの道具はなるべくよいものをそろえるのがよい。よいものをそろ
えるためには、多少の金銭的負担はあるが、それに見合うだけの効果はある。
４. 授業での心得
会計学に限ったことではないが、授業を有効活用できるかどうかは、その科目の学習効果をきわ
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めて大きく左右する。大学の授業は、通常、１コマあたり90分である。90分というのはなかなか長
い時間である。内容のある学習ができれば多くのものを得ることができるが、その反面、欠席した
り話を聞いていなかったりしたときの損失も大きい。せっかく時間をかけて通学するのだから、講
義の時間が無駄にならないよう、内容を頭に入れ、また、後から勉強したときによくわかるように
ノートをとるなどしておきたいところである。ここでは、会計学の授業をどのようにして受ければ
よいか、考えてみよう。なお、ここでは、新入生がはじめて会計の授業を受けることを想定してい
る。
まず第１に、精神的な面で、授業にどのような姿勢でのぞめばよいのかということを確認してお
きたい。１. で述べたことを思い出そう。会計は、外国語と同様に、「 初は取っつきにくいが、
根気よく学習を進めれば、誰でもできるようになる」という特徴をもっている。会計の勉強を始め
る前に、まずはこのことをよく覚えておいていただきたい。この特徴は、２つの側面をもっている。
１つは、「誰でもできるようになる」ということである。会計は、用語を覚え、仕組みを理解して
しまえば、かならずできるようになるし、できるようになった人ができなくなるということはない。
これは、練習すれば自転車に乗ることができるようになったり、手元を見ずにパソコンのキーボー
ド入力ができるようになったりするのと同じである。「 終的には習得できる」というポジティブ
なイメージを持とう。ただし、習得できるのは、「根気よく学習を進めれば」という条件つきであ
る。これがもう１つの側面である。つまり、会計は、「途中で脱落すると、それ以降がさっぱりわ
からなくなる」という特徴も持っているのである（他の分野でもそうかもしれないが、会計学では
この特徴が顕著である）。その意味で、会計学は両極端の性質を持っているといえる。だから、授
業には「絶対に途中であきらめない」という気持ちで臨んでいただきたい。これは抽象的なことな
ので、明確に意識している人は少ないと思うが、重要である。
第２に、授業を受けるさいの具体的な技術についてである。授業は先生による口頭での説明と、
黒板（白板）への板書によって成り立っているから、それぞれに対して対処をする必要がある。で
は、どうすればよいのか。ここでも、外国語学習からの類推が有効である。つまり、外国語学習に
とって効果的なことは、会計学の学習にとっても効果的であることが多いのである。
すでに述べたように、会計学と外国語との類似点は、独特の用語と文法があるということである。
授業に出て話を聞いたりノートをとったりするときは、やみくもにすべてを聞いたり書いたりする
のではなく、用語と文法に注目することにしよう。１. でも見たように、会計学では、日々ビジネ
スの世界で生じている出来事を、用語と金額に変換して把握している。ということは、逆に言えば、
その用語と金額を見れば、何が起こったのかという出来事が想像できるようになっている。その用
語のことを会計学では「勘定科目」という。先生の話や板書の中で勘定科目が出てきたら、その意
味や、なぜそこで出てきたのか等について、授業中または授業後に書き留めるのがよいであろう。
どれが勘定科目なのかがそもそも 初はわからないかもしれないが、これは覚えるしかない。この
「単語の記憶」だけは乗り越えなければならないので、がんばってほしい。
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また、３. でもみたように、会計には文法（計算ルール）があり、この文法によって色々な箇所
がつながっている。ある部分の変化が、かならず他の部分にも変化を生じさせるのである。このよ
うな「変化の連動」の様子をとらえることが重要である。そのためには、視覚的な理解を意識した
ノート作りをするのがよいであろう。視覚的な理解をするということは、簡単に言えば「図（絵）
を描いて理解する」ということである。足し算や引き算を学ぶときに、果物や人の数に置き換えて
考えなかっただろうか。それと同じである。会計では、会社の日々の活動が記録され、その結果は
終的には貸借対照表や損益計算書（これらの説明は省略する。それこそ、授業に出てよく聞いて
ほしい）といった報告書にまとめられる。まずはこれらの報告書がどのような部分から成り立って
いるか、ノートに図を描いて理解しよう。
上記のような報告書には、会社の日々の出来事が反映されている。ということは、新しい出来事
が起これば、それは必ず 終的な報告書の「形」（かたち）に影響を及ぼす。先に述べたように、
ある部分の変化は必ず他の部分の変化となって連動しているのであるから、その様子を図に描こう。
このとき、筆者が勧めるのは、金額の大きさを正確に図に反映させることである。大きい金額は大
きく（長く）描き、小さい金額は小さく（短く）描くのである。こうすれば、貸借対照表や損益計
算書が、金額の増減によって「伸び縮み」する様子を表現できるだろう。
会計学の理解には、外国語と同様、単語と文法の理解が必要であると述べた。勘定科目（単語）
を覚え、変化の連動のしかた（文法）を把握することを意識すれば、授業を有益なものにできるだ
ろう。
５. 日常の勉強法
大学ではさまざまな授業科目をとるため、会計学だけに勉強時間の大部分を割り当てることはで
きないであろう。したがって、勉強時間やかけられる労力の点で限度があるのは理解できるが、そ
れをふまえた上で推奨したいのが、会計学については、時間をかけてしっかり復習するということ
である。予習と復習であれば、復習をより重点的にしていただきたいというのが筆者の考えである。
というのも、前節でも見たとおり、会計学には、「途中で脱落すると、それ以降がさっぱりわから
なくなる」という特徴があるからである。会計学は両極端の性質をもっている。前回の授業までの
内容がわかった上で次の授業を受けるのと、そうでないのとでは、理解度の点でたいへん大きな違
いが出てくる。この点を覚えておいていただきたい。
家庭での学習を考えたときに重要なのは、自分に合う、信頼できる教科書を１つでいいから見つ
けるということである。すでに見たように、会計学ではさまざまな用語や処理方法が出てくるが、
そのすべてをつねに記憶した状態でいることは困難であろう。用語の意味について疑問を持ったり、
取引の処理方法について確認したくなったりということが、日常の勉強ではかならず生じるはずで
ある。このような場合に、まずこの教科書で調べてみようと思えるものを１冊、つねに傍らに置い
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ておこう。そして、外国語で、わからない単語に出会ったときに辞書を引くのと同様に、会計学で
も、わからない用語や処理方法を見たら、教科書でそれを確認するのである。ただ読むのではなく、
辞書のように疑問点を参照するという形で教科書を活用すれば、会計学への理解を効果的に高める
ことができるであろう。
また、これはとくに簿記に当てはまることであるが、問題練習を積むことは非常に重要である。
問題練習を数多く行うことによって、基本的な用語や基本的な取引の処理方法には、いちいち考え
なくても、いわば反射神経によって即座に対応できるようになる。この状態に早くなっておけば、
加速度的にその後の理解が進むようになるであろう。
66
